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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と辞書機能を備えた電子機器において、
　見出し語と説明情報が単語毎に対応付けられた複数の異なる辞書を記憶する辞書記憶手
段と、
　テキストを記憶するテキスト記憶手段と、
　このテキスト記憶手段に記憶されたテキストに対応付けて、前記辞書記憶手段に記憶さ
れた各辞書の中からユーザ操作に応じて検索対象とする辞書と、その辞書の説明情報のう
ち表示させる情報の種類である表示種類とを設定する辞書・表示種類設定手段と、
　テキスト表示指示に従って、前記テキスト記憶手段から選択されたテキストを読み出し
て前記表示部に表示するテキスト表示手段と、
　このテキスト表示手段によって表示されたテキストに含まれる文字列について、前記辞
書・表示種類設定手段によって当該テキストに設定された辞書を検索する辞書検索手段と
、
　この辞書検索手段によって前記文字列に対応した見出し語が検索された場合に、当該見
出し語の説明情報のうち前記辞書・表示種類設定手段によって設定された表示種類に対応
する種類の情報を読み出して前記表示部に表示する情報表示手段と、
を具備し、
　前記辞書・表示種類設定手段は、ユーザ操作に応じて検索対象とする第１および第２の
辞書を設定する共にそれぞれに表示種類を設定し、前記第１の辞書で検索した見出し語に
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ついてさらに前記第２の辞書を検索する第１の検索方法と前記第１の辞書で検索して該当
見出し語が見つからなければ当該見出し語について前記第２の辞書を検索する第２の検索
方法のいずれかをユーザ操作に応じて設定する複数辞書検索方法設定手段を備え、
　前記情報表示手段は、前記第１の検索方法が設定されている場合には前記第１および第
２の辞書のそれぞれから得られた表示種類の情報を並べて表示し、前記第２の検索方法が
設定されている場合に前記第１の辞書で見出し語が検索されて該当見出し語が見つかった
場合には前記第１の辞書から得られた表示種類の情報を表示し前記第１の辞書で該当見出
し語が見つからなければ前記第２の辞書から得られた該当見出し語の表示種類の情報を表
示することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記情報表示手段は、前記第１の検索方法が設定されている場合には前記第１および第
２の辞書のそれぞれから得られた表示種類の情報と前記第１および第２の辞書の辞書名と
をそれぞれ並べて表示し、前記第２の検索方法が設定されている場合に前記第１の辞書で
見出し語が検索されて該当見出し語が見つかった場合には前記第１の辞書から得られた表
示種類の情報と前記第１の辞書の辞書名を表示し前記第１の辞書で見出し語が検索されな
い場合には前記第２の辞書から得られた表示種類の情報と前記第２の辞書の辞書名を表示
することを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記テキスト記憶手段には、複数の異なるテキストが記憶されており、
　前記辞書・表示種類設定手段は、これらのテキストの中で任意に選択されたテキストに
対して検索対象とする辞書と表示種類を設定することを特徴とする請求項１記載の電子機
器。
【請求項４】
　メイン画面と、このメイン画面とは物理的に異なる位置にサブ画面とが前記表示部に設
けられており、
　前記テキスト表示手段は、前記選択されたテキストを前記メイン画面に表示し、
　前記情報表示手段は、前記設定された表示種類に対応する種類の情報を前記サブ画面に
表示し、
　前記メイン画面に表示されたテキストの中で前記辞書検索手段によって見出し語が検索
された文字列を識別表示する識別表示手段を備え、
　前記情報表示手段は、前記識別表示手段によって識別表示された文字列の指定操作に伴
い、対応する見出し語の説明情報のうち前記辞書・表示種類設定手段によって設定された
表示種類に対応する種類の情報を読み出して前記サブ画面に表示することを特徴とする請
求項１記載の電子機器。
【請求項５】
　前記表示種類には画像を含み、
　前記情報表示手段は、前記サブ画面上で前記表示種類として表示された画像が選択され
た際に、当該辞書から前記画像に対応した見出し語の説明情報の本文を読み出して前記メ
イン画面に表示することを特徴とする請求項４記載の電子機器。
【請求項６】
　前記辞書記憶手段に記憶された各辞書には、学習対象とする単語が登録された特殊辞書
を含み、
　前記辞書・表示種類設定手段によって前記特殊辞書が検索対象として設定されている場
合に、前記情報表示手段によって前記サブ画面上に表示された前記特殊辞書に登録された
単語に関する情報の確認操作に伴い、当該単語を学習済みとして登録する学習単語登録手
段をさらに具備したことを特徴とする請求項４に記載の電子機器。
【請求項７】
　表示部と、見出し語と説明情報が単語毎に対応付けられた複数の異なる辞書を記憶する
第１のメモリと、テキストを記憶する第２のメモリとを備えた電子機器を制御するための
コンピュータによって実行されるプログラムであって、
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　前記コンピュータに、
　前記第２のメモリに記憶されたテキストに対応付けて、前記第１のメモリに記憶された
各辞書の中からユーザ操作に応じて検索対象とする辞書と、その辞書の説明情報のうち表
示させる情報の種類である表示種類とを設定する辞書・表示種類設定機能と、
　テキスト表示指示に従って、前記第２のメモリから選択されたテキストを読み出して前
記表示部に表示する機能と、
　この表示されたテキストに含まれる文字列について、当該テキストに設定された辞書を
検索する機能と、
　この辞書検索により前記文字列に対応した見出し語が検索された場合に、当該見出し語
の説明情報のうち前記設定された表示種類に対応する種類の情報を読み出して前記表示部
に表示する情報表示機能と、
を実現させ、
　前記辞書・表示種類設定機能は、ユーザ操作に応じて検索対象とする第１および第２の
辞書を設定する共にそれぞれに表示種類を設定し、前記第１の辞書で検索した見出し語に
ついてさらに前記第２の辞書を検索する第１の検索方法と前記第１の辞書で検索して該当
見出し語が見つからなければ当該見出し語について前記第２の辞書を検索する第２の検索
方法のいずれかをユーザ操作に応じて設定する複数辞書検索方法設定機能を備え、
　前記情報表示機能は、前記第１の検索方法が設定されている場合には前記第１および第
２の辞書のそれぞれから得られた表示種類の情報を並べて表示し、前記第２の検索方法が
設定されている場合に前記第１の辞書で見出し語が検索されて該当見出し語が見つかった
場合には前記第１の辞書から得られた表示種類の情報を表示し前記第１の辞書で該当見出
し語が見つからなければ前記第２の辞書から得られた該当見出し語の表示種類の情報を表
示する機能を、備えることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示されたテキストに含まれる文字列について辞書検索を行なう電子機器及
びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　辞書機能を備えた電子機器として、「電子辞書」と呼ばれる携帯型の専用機器があり、
どこにでも持ち歩くことができる。通常、この電子辞書には「国語辞典」，「百科辞典」
，「英和辞典」，「和英辞典」などの様々な種類の辞書が搭載されている。ユーザはこれ
らの辞書をボタン操作により適宜切り替えて、例えば「英和辞典」であれば、表示された
英文のテキストに含まれる英単語の訳や発音記号などを簡単に調べることができる。
【０００３】
　一方、翻訳に関しては、テキストの原文中に含まれる各単語の訳を辞書検索して、原文
と対応付けて表示するものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－２１１８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の電子辞書では、何らかのテキストが表示された状態で、そのテキスト中の単語を
辞書検索するためには、ユーザによる指定操作を必要とする。つまり、ユーザがその都度
辞書を選択し、その辞書で検索したい単語を指定するといった面倒な操作を行わなければ
ならない。しかも、選択した辞書に該当する単語が存在しないこともあり、無駄な操作を
してしまうこともある。
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【０００６】
　上述した特許文献１では、翻訳辞書を使用することを前提としており、他の辞書を用い
て人名や地名などを調べることはできない。また、表示に関しても、辞書検索によって得
られた訳語の情報がテキストと同じ画面上に常時表示された状態にあるため、テキストの
閲覧に邪魔になることがある。
【０００７】
　本発明は前記のような点に鑑みなされたもので、テキスト閲覧中に、テキスト中の文字
列について容易に所望の種類の辞書情報を表示することのできる電子機器及びプログラム
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の請求項１に係る電子機器は、表示部と辞書機能を備えた電子機器において、見
出し語と説明情報が単語毎に対応付けられた複数の異なる辞書を記憶する辞書記憶手段と
、テキストを記憶するテキスト記憶手段と、このテキスト記憶手段に記憶されたテキスト
に対応付けて、前記辞書記憶手段に記憶された各辞書の中からユーザ操作に応じて検索対
象とする辞書と、その辞書の説明情報のうち表示させる情報の種類である表示種類とを設
定する辞書・表示種類設定手段と、テキスト表示指示に従って、前記テキスト記憶手段か
ら選択されたテキストを読み出して前記表示部に表示するテキスト表示手段と、このテキ
スト表示手段によって表示されたテキストに含まれる文字列について、前記辞書・表示種
類設定手段によって当該テキストに設定された辞書を検索する辞書検索手段と、この辞書
検索手段によって前記文字列に対応した見出し語が検索された場合に、当該見出し語の説
明情報のうち前記辞書・表示種類設定手段によって設定された表示種類に対応する種類の
情報を読み出して前記表示部に表示する情報表示手段と、を具備し、前記辞書・表示種類
設定手段は、ユーザ操作に応じて検索対象とする第１および第２の辞書を設定する共にそ
れぞれに表示種類を設定し、前記第１の辞書で検索した見出し語についてさらに前記第２
の辞書を検索する第１の検索方法と前記第１の辞書で検索して該当見出し語が見つからな
ければ当該見出し語について前記第２の辞書を検索する第２の検索方法のいずれかをユー
ザ操作に応じて設定する複数辞書検索方法設定手段を備え、前記情報表示手段は、前記第
１の検索方法が設定されている場合には前記第１および第２の辞書のそれぞれから得られ
た表示種類の情報を並べて表示し、前記第２の検索方法が設定されている場合に前記第１
の辞書で見出し語が検索されて該当見出し語が見つかった場合には前記第１の辞書から得
られた表示種類の情報を表示し前記第１の辞書で該当見出し語が見つからなければ前記第
２の辞書から得られた該当見出し語の表示種類の情報を表示することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、テキストに対して自動検索したい第１および第２の辞書と表示種類を
設定して、第１の辞書を検索してさらに第２の辞書を検索する第１の検索方法か、第１の
辞書を検索して該当見出し語がなければ第２の辞書を検索する第２検索方法のいずれかを
設定することができ、この設定に応じて、テキスト中の文字列について容易に第１および
第２の辞書とをユーザ指定の検索方法で適切に活用して所望の種類の辞書情報を視認する
ことができる。
　請求項２記載の発明によれば、見出し語が検索された第１および第２の辞書の辞書名を
検索された情報とともに表示することができ、これによりテキスト中の文字列について容
易に所望の種類の辞書情報と情報元の辞書名とを視認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は本発明の一実施形態に係る辞書機能を備えた電子機器として電子辞書装置
を例にした場合の外観構成を示す図である。
【図２】図２は同実施形態における電子辞書装置の電子回路の構成を示すブロック図であ
る。
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【図３】図３は同実施形態における電子辞書装置に備えられたメモリの辞書記憶部に記憶
された各種辞書データの構成を示す図であり、図３（ａ）は「ＡＢＣ英和辞典」、同図（
ｂ）は「受験単語集」、同図（ｃ）は「人名辞典」の辞書データの構成を示している。
【図４】図４は同実施形態における電子辞書装置に備えられたメモリの設定記憶部に記憶
された辞書と表示種類の設定データの構成を示す図であり、図４（ａ）はテキスト名「ｍ
ａｍａａｌｓ」、同図（ｂ）はテキスト名「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ　
Ｇｅｔｔｙｓｂｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」、同図（ｃ）はテキスト名「レ・ミゼラブル３
」に設定された辞書と表示種類の設定データを示している。
【図５】図５は同実施形態における電子辞書装置に備えられたメモリのテキスト記憶部に
記憶された各種テキストデータの一例を示す図であり、図５（ａ）はテキスト名「ｍａｍ
ａａｌｓ」、同図（ｂ）はテキスト名「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ　Ｇｅ
ｔｔｙｓｂｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」、同図（ｃ）はテキスト名「レ・ミゼラブル３」の
テキストデータの一部の内容を示している。
【図６】図６は同実施形態における電子辞書装置に備えられたＣＰＵの機能構成を示すブ
ロック図である。
【図７】図７は同実施形態における電子辞書のテキスト表示処理の動作を示すフローチャ
ートである。
【図８】図８は同実施形態における電子辞書のテキスト表示処理の動作を示すフローチャ
ートである。
【図９】図９は同実施形態における電子辞書の辞書・表示種類設定処理の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】図１０は同実施形態における電子辞書装置１０の辞書検索処理の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１１】図１１は同実施形態における電子辞書の辞書・表示種類の設定例として日本語
辞書を設定する場合の画面を示す図であり、図１１（ａ）は辞書と表示種類の設定画面が
表示された状態、同図（ｂ）は日本語辞書のリスト画面が表示された状態を示している。
【図１２】図１２は同実施形態における電子辞書装置の辞書・表示種類の設定例として英
語辞書を設定する場合の画面を示す図であり、図１２（ａ）は辞書と表示種類の設定画面
が表示された状態、同図（ｂ）は英語辞書のリスト画面が表示された状態を示している。
【図１３】図１３は同実施形態における電子辞書装置の辞書・表示種類の設定例として、
確定後の辞書と表示種類の設定画面が表示された状態を示す図である。
【図１４】図１４は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図１４（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図１５】図１５は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図１５（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図１６】図１６は同実施形態における電子辞書装置の辞書・表示種類の設定例を示す図
であり、図１６（ａ）はテキスト一覧が表示された状態、同図（ｂ）は辞書と表示種類の
設定画面が表示された状態、同図（ｃ）は日本語辞書のリスト画面が表示された状態、同
図（ｄ）は確定後の辞書と表示種類の設定画面が表示された状態を示している。
【図１７】図１７は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図１７（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図１８】図１８は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図１８（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図１９】図１９は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図１９（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
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【図２０】図２０は同実施形態における電子辞書装置の辞書・表示種類の設定例を示す図
であり、図２０（ａ）はテキスト一覧が表示された状態、同図（ｂ）は辞書と表示種類の
設定画面が表示された状態、同図（ｃ）は英語辞書のリスト画面が表示された状態を示し
ている。
【図２１】図２１は同実施形態における電子辞書装置の辞書・表示種類の設定例を示す図
であり、図２１（ａ）は辞書と表示種類の設定画面で「さらに検索」が選択された状態、
同図（ｂ）は英語辞書のリスト画面が表示された状態、同図（ｃ）は確定後の辞書と表示
種類の設定画面が表示された状態を示している。
【図２２】図２２は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図２２（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図２３】図２３は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図２３（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図２４】図２４は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図２４（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図２５】図２５は同実施形態における電子辞書装置のテキスト表示中の画面例を示す図
であり、図２５（ａ）はメイン画面の表示例、同図（ｂ）はサブ画面の表示例を示してい
る。
【図２６】図２６は同実施形態における電子辞書装置の「受験単語集」に関する操作例を
示す図であり、図２６（ａ）はチェック済み単語の一覧表示画面の一例を示す図、同図（
ｂ）はその一覧表示画面の中で選択された単語に対応した説明情報の表示画面の一例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１８】
　図１は本発明の一実施形態に係る辞書機能を備えた電子機器として電子辞書装置を例に
した場合の外観構成を示す図である。
【００１９】
　この電子辞書装置１０は、蓋体ケース１１と本体ケース１２とがヒンジ部１３を介して
展開／閉塞可能な折り畳み型ケースを備えて構成される。この折り畳み型ケースを展開し
た蓋体ケース１１の表面には第１の表示部１４が設けられている。
【００２０】
　第１の表示部１４は、例えば４８０×３２０ドットのバックライト付き液晶表示装置か
らなり、その液晶表示画面はメイン画面１４ａとして使用される。また、この第１の表示
部１４は、ユーザがペン１５等でタッチした位置を検出するタッチ位置検出装置と一体構
造をなし、蓋体ケース１１の表面の略全体に配されたメイン画面１４ａに透明タッチパネ
ル１４ｂを重ねて構成される。
【００２１】
　一方、本体ケース１２の表面には、第２の表示部１６が設けられている。第２の表示部
１６は、例えば２５６×６４ドットの液晶表示装置からなり、その液晶表示画面はサブ画
面１６ａとして使用される。第１の表示部１４と同様に、この第２の表示部１６について
もユーザがペン１５等でタッチした位置を検出するタッチ位置検出装置と一体の構造であ
り、蓋体ケース１１の中央手前側に配されたサブ画面１６ａに透明タッチパネル１６ｂを
重ねて構成される。
【００２２】
　また、本体ケース１２の表面には、各種キーの入力や指示を行うためのキー入力部１７
が設けられている。このキー入力部１７は、本体ケース１２の表面に配設された電源キー
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１７ａ、辞書／モード選択キー１７ｂ、文字入力キー１７ｃ、上下左右のカーソルキー１
７ｄ、決定キー１７ｅなどを含む各種キーからなる。
【００２３】
　図２は同実施形態における電子辞書装置１０の電子回路の構成を示すブロック図である
。
【００２４】
　この電子辞書装置１０は、各種の記憶媒体に記録されたプログラム、又は、伝送された
プログラムを読み込んで、その読み込んだプログラムによって動作が制御されるコンピュ
ータによって構成され、その電子回路には、ＣＰＵ(central processing unit)２１が備
えられる。ＣＰＵ２１は、入力指示に従ったプログラムの起動で、電子辞書の各機能に関
わる処理の他に、ここでは本発明に関わる情報表示制御を実行する。
【００２５】
　このＣＰＵ２１には、システムバス２２を介して図１に示した第１の表示部１４（メイ
ン画面１４ａと透明タッチパネル１４ｂ）、第２の表示部１６（サブ画面１６ａと透明タ
ッチパネル１６ｂ）、キー入力部１７が接続されていると共に、メモリ２３、電送制御部
２４、記録媒体読取部２７などが接続される。
【００２６】
　メモリ２３は、ＲＯＭやＲＡＭ、フラッシュメモリなどからなり、ＣＰＵ２１の処理動
作に必要な各種データを記憶している。本実施形態において、このメモリ２３には、プロ
グラム記憶部３１、辞書記憶部３２、設定記憶部３３、テキスト記憶部３４、単語チェッ
ク記憶部３５が設けられていると共に、各種データを一時的に記憶するためのワークエリ
ア３６が設けられている。
【００２７】
　プログラム記憶部３１には、ＣＰＵ２１が実行する情報表示制御プログラムが記憶され
る。この情報表示制御プログラムは、辞書検索結果として得られた見出し語に対応した読
みや品詞、本文などの説明情報をメイン画面１４ａまたはサブ画面１６ａに表示するため
のプログラムである。
【００２８】
　辞書記憶部３２には、各種辞書データが記憶される（図３参照）。辞書データとしては
、具体的には「ＣＤＥ国語辞典」，「百科辞典」，「地理辞典」，「人名辞典」，「ＡＢ
Ｃ英和辞典」などの他に、特殊辞書として「受験単語集」が含まれる。この「受験単語集
」は、学習対象として試験の出題率の高い英単語が登録されている。
【００２９】
　設定記憶部３３には、ユーザが所定の設定画面にてテキストファイル毎に設定した辞書
と表示種類の設定データが記憶される（図４参照）。
【００３０】
　テキスト記憶部３４には、各種テキストファイルが記憶される（図５参照）。テキスト
ファイルとしては、具体的にはテキスト名「ｍａｍａａｌｓ」、テキスト名「Ａｂｒａｈ
ａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ　Ｇｅｔｔｙｓｂｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」、テキスト名
「レ・ミゼラブル３」があり、これらのファイルは予め登録されているか、あるいは、外
部媒体を通じて適宜追加登録されたものである。
【００３１】
　単語チェック記憶部３５は、「受験単語集」に見出し語として登録されている各単語（
英単語）の中で学習済みの単語に対して付されるチェックデータを記憶する。
【００３２】
　また、電送制御部２４は、ネットワーク２５を介して外部の通信機器２６との間でプロ
グラム、辞書、テキスト等の各種データの送受信を行う。ネットワーク２５としては、Ｌ
ＡＮ（Local Area Network），ＷＡＮ（Wide Area Network）あるいはインターネットな
どが含まれる。なお、ネットワーク２５を介さずに直接外部の通信機器２６と無線あるい
は有線で接続する構成としてもよい。
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【００３３】
　記録媒体読取部２７は、記録媒体２８に記録されたプログラムを含む各種データを読み
取るための装置である。記録媒体２８としては、例えば磁気ディスク（フレキシブルディ
スク、ハードディスク等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等）、半導体メ
モリなどがある。
【００３４】
　図３は電子辞書装置１０に備えられたメモリ２３の辞書記憶部３２に記憶された各種辞
書データの構成を示す図であり、図３（ａ）は「ＡＢＣ英和辞典」、同図（ｂ）は「受験
単語集」、同図（ｃ）は「人名辞典」の辞書データの構成を示している。
【００３５】
　各種辞書データとも、見出し語とその見出し語に対応した説明情報とからなる。例えば
、「ＡＢＣ英和辞典」であれば、見出し語に対応した説明情報として、「よみ」と「品詞
」と「本文」などの種類の情報を含む。また、「受験単語集」であれば、見出し語に対応
した説明情報として、「品詞」と「本文」などの種類の情報を含む。「人名辞典」であれ
ば、見出し語に対応した説明情報として、「よみ」と「品詞」と「本文」、さらに「画像
」などの種類の情報を含む。
【００３６】
　図４は電子辞書装置１０に備えられたメモリ２３の設定記憶部３３に記憶された辞書と
表示種類の設定データの構成を示す図であり、図４（ａ）はテキスト名「ｍａｍａａｌｓ
」、同図（ｂ）はテキスト名「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ　Ｇｅｔｔｙｓ
ｂｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」、同図（ｃ）はテキスト名「レ・ミゼラブル３」に設定され
た辞書と表示種類の設定データを示している。
【００３７】
　図４（ａ）の例では、英語辞書として「ＡＢＣ英和辞典」、日本語辞書として「ＣＤＥ
国語辞典」が設定され、テキスト中に該当する見出し語が存在した場合に「よみ」を表示
することが設定されている。図４（ｂ）の例では、英語辞書として「受験単語集」と「Ａ
ＢＣ英和辞典」が設定され、テキスト中に該当する見出し語が存在した場合に「受験単語
集」では「概要」、「ＡＢＣ英和辞典」では「よみ」を表示することが設定されている。
なお、「概要」とは、辞書の「本文」の先頭の一部の内容のことである。
【００３８】
　また、図４（ｃ）の例では、日本語辞書として「人名辞典」が設定され、テキスト中に
該当する見出し語が存在した場合に「画像」を表示することが設定されている。
【００３９】
　図５は電子辞書装置１０に備えられたメモリ２３のテキスト記憶部３４に記憶された各
種テキストデータの一例を示す図であり、図５（ａ）はテキスト名「ｍａｍａａｌｓ」、
同図（ｂ）はテキスト名「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ　Ｇｅｔｔｙｓｂｕ
ｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」、同図（ｃ）はテキスト名「レ・ミゼラブル３」のテキストデー
タの一部の内容を示している。
【００４０】
　図６は電子辞書装置１０に備えられたＣＰＵ２１の機能構成を示すブロック図である。
【００４１】
　主制御装置であるＣＰＵ２１には、情報表示に関わる機能構成として、辞書・表示種類
設定部２１ａ、テキスト表示部２１ｂ、辞書検索部２１ｃ、情報表示部２１ｄ、識別表示
部２１ｅ、学習単語登録部２１ｆが備えられている。
【００４２】
　辞書・表示種類設定部２１ａは、後述する辞書と表示種類の設定画面５１の表示により
、メモリ２３のテキスト記憶部３４に記憶されたテキストに対応付けて、辞書記憶部３２
に記憶された各辞書の中から検索対象とする辞書と、その辞書の説明情報のうち表示させ
る情報の種類である表示種類を設定するための処理を行う。
【００４３】
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　テキスト表示部２１ｂは、メモリ２３のテキスト記憶部３４からユーザの操作により選
択されたテキストを読み出して第１の表示部１４のメイン画面１４ａに表示するための処
理を行う。
【００４４】
　辞書検索部２１ｃは、テキスト表示部２１ｂによって表示されたテキストに含まれる文
字列について、辞書・表示種類設定部２１ａによって当該テキストに設定された辞書を検
索するための処理を行う。
【００４５】
　情報表示部２１ｄは、辞書検索部２１ｃによって文字列に対応した見出し語が検索され
た場合に、辞書・表示種類設定部２１ａによって設定された表示種類に対応する種類の情
報を読み出して第２の表示部１６のサブ画面１６ａに表示するための処理を行う。
【００４６】
　識別表示部２１ｅは、メイン画面１４ａに表示されたテキストの中で情報表示部２１ｄ
によって見出し語が検索された文字列を識別表示するための処理を行う。識別表示は、具
体的にはアンダーラインを文字列に付すことの他に、色付きでマーキング、文字列を斜体
や太字で表示したり、色つき文字で表示する等が含まれる。
【００４７】
　学習単語登録部２１ｆは、辞書・表示種類設定部２１ａによって特殊辞書である「学習
単語集」が検索対象として設定されている場合に、情報表示部２１ｄによってサブ画面１
６ａ上に表示された「学習単語集」に登録された単語に関する情報の確認操作に伴い、当
該単語を学習済みとしてメモリ２３の単語チェック記憶部３５に登録するための処理を行
う。
【００４８】
　次に、同実施形態の動作を説明する。　
　なお、以下では、（ａ）テキスト表示処理と、（ｂ）辞書検索処理に分けて、それぞれ
の処理動作を具体的な操作例を交えて詳しく説明する。
【００４９】
　（ａ）テキスト表示処理　
　図７および図８は同実施形態における電子辞書装置１０のテキスト表示処理の動作を示
すフローチャートである。なお、このフローチャートで示される処理は、ＣＰＵ２１によ
って読み取り可能なプログラムの形態で記録媒体２８に記録されて記録媒体読取部２７を
通じてインストールされるか、あるいは、メモリ２３に予め記憶されている。
【００５０】
　今、電子辞書装置１０に設けられたキー入力部１７の辞書／モード選択キー１７ｂの操
作によりテキストの一覧が第１の表示部１４のメイン画面１４ａに表示された状態で、ユ
ーザがカーソルキー１７ｄの操作により表示対象とするテキストを選択したとする（ステ
ップＡ１１）。
【００５１】
　テキストが選択されると、ＣＰＵ２１は、メモリ２３の設定記憶部３３に記憶された辞
書・表示種類の設定データを参照して、そのテキストに辞書が設定されているか否かを判
断する（ステップＡ１２）。テキストに辞書が設定されていない場合には（ステップＡ１
２のＹｅｓ）、ＣＰＵ２１は、以下のような辞書・表示種類設定処理を実行して、ユーザ
に当該テキストで使用する辞書と、その辞書の説明情報のうち表示させる情報の種類であ
る表示種類を選択させる（ステップＡ１３）。
【００５２】
　ここで、図９、図１１乃至図１３を用いて、辞書・表示種類設定処理について詳しく説
明する。
【００５３】
　図９は電子辞書装置１０の辞書・表示種類設定処理の動作を示すフローチャート、図１
１乃至図１３は辞書・表示種類の設定例を示す図である。
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【００５４】
　図９に示すように、辞書が未設定のテキストが選択されると、ＣＰＵ２１は、そのテキ
スト名を設定対象としてメモリ２３のワークエリア３６に一時記憶し（ステップＢ１１）
、図１１に示すような辞書と表示種類の設定画面５１をメイン画面１４ａに表示する（ス
テップＢ１２）。
【００５５】
　この設定画面５１には、各言語（ここでは日本語と英語）用の設定部５２，５３が設け
られており、それぞれに２種類の辞書１，２を設定できるように構成されている。また、
２種類の辞書１，２を設定する場合には、「さらに検索」あるいは「無ければ検索」を選
択できる。「さらに検索」とは、辞書１で見出し語を検索した後、さらに辞書２を用いて
同じ見出し語を検索することを意味する。「無ければ検索」とは、辞書１で無ければ、辞
書２を用いて見出し語を検索するのかを意味する。
【００５６】
　今、図１１（ａ）に示すように、ユーザがキー入力部１７のカーソルキー１７ｄを操作
して、第１言語用設定部５２における辞書１の入力欄にカーソルＣＬを設定すると、同図
（ｂ）に示すような日本語辞書のリスト画面５４に切り替えられて、その中で所望の辞書
とその辞書に対応した表示種類をカーソルＣＬにて選択できる。この例では、日本語辞書
の「ＣＤＥ国語辞典」と、表示種類として「よみ」が選択された状態が示されている。
【００５７】
　また、図１２は引き続き英語辞書を設定した場合の例を示している。　
　図１２（ａ）に示すように、ユーザがキー入力部１７のカーソルキー１７ｄを操作して
、第２言語用設定部５３における辞書１の入力欄にカーソルＣＬを設定すると、同図（ｂ
）に示すような英語辞書のリスト画面５５に切り替えられて、その中で所望の辞書とその
辞書に対応した表示種類をカーソルＣＬにて選択できる。この例では、英語語辞書の「Ａ
ＢＣ英和辞典」と、表示種類として「よみ」が選択された状態が示されている。
【００５８】
　辞書と表示種類を選択した後、キー入力部１７の決定キー１７ｅの操作により、その選
択内容を確定すると、最終的に図１３に示すような設定画面５１が表示される。これによ
り、日本語の辞書として「ＣＤＥ国語辞典」と表示種類「よみ」、英語の辞書として「Ａ
ＢＣ英和辞典」と表示種類「よみ」が設定されたことを確認できる。
【００５９】
　このようにして、ユーザ操作により辞書と表示種類が設定されると（ステップＢ１３）
、ＣＰＵ２１は、その辞書と表示種類の設定データをメモリ２３のワークエリア３６に一
時記憶されているテキスト名と対応付けて、図４の例のようにメモリ２３の設定記憶部３
３に記憶する（ステップＢ１４）。
【００６０】
　その際、同じ言語に関し、辞書１と辞書２が設定されている場合には、「さらに検索」
であるのか「無ければ検索」であるのかを示す検索属性を設定データに含めて記憶してお
くものとする。
【００６１】
　図７のフローチャートに戻って、ユーザによって選択されたテキストに辞書と表示種類
が設定されると、ＣＰＵ２１は、メイン画面１４ａにそのテキストを閲覧可能に表示する
（ステップＡ１４）。その際、同じテキストが前回閲覧されている場合に、その前回閲覧
の終了箇所から表示されるようになっている。
【００６２】
　テキストがメイン画面１４ａに表示されると、ＣＰＵ２１は、その表示中のテキストの
先頭から文字列を辞書の検索語として取り出す（ステップＡ１５）。そして、ＣＰＵ２１
は、メモリ２３の設定記憶部３３に記憶された設定データに基づいて、ユーザが設定した
辞書１をメモリ２３の辞書記憶部３２から読み出し、その辞書１の中に前記取り出した文
字列に該当する見出し語が存在するか否かを判断する（ステップＡ１６）。
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【００６３】
　なお、複数の異なる言語について、それぞれに辞書１が設定されていた場合には、各言
語の辞書１に対して検索を行うことになる。つまり、図１３の例であれば、日本語につい
ては「ＣＤＥ国語辞典」、英語については「ＡＢＣ英和辞典」が辞書１として設定されて
いるので、この２つの辞書１から前記取り出した文字列に該当する見出し語の有無を検索
することになる。
【００６４】
　ここで、辞書１に該当する見出し語が存在しなかった場合には（ステップＡ１６のＮｏ
）、ＣＰＵ２１は、前記設定データに含まれる検索属性に基づいて、当該テキストに対し
て「無ければ辞書２を検索」が設定されているか否かを判断する（ステップＡ１７）。そ
して、「無ければ辞書２を検索」が設定されていれば（ステップＡ１７のＹｅｓ）、ＣＰ
Ｕ２１は、メモリ２３の辞書記憶部３２から辞書２を読み出し、その辞書２の中に前記取
り出した文字列に該当する見出し語が存在するか否かを判断する（ステップＡ１８）。こ
の場合も、複数の異なる言語について、それぞれに辞書２が設定されていれば、各言語の
辞書２に対して検索を行うことになる。
【００６５】
　辞書２を検索した結果、該当する見出し語が存在した場合には（ステップＡ１８のＹｅ
ｓ）、ＣＰＵ２１は、現在表示中のテキストの当該文字列にアンダーライン等を付して識
別表示すると共に（ステップＡ１９）、当該文字列に辞書２を対応付けてメモリ２３のワ
ークエリア３６に記憶しておく（ステップＡ２０）。
【００６６】
　一方、辞書１に該当する見出し語が存在した場合には（ステップＡ１６のＹｅｓ）、Ｃ
ＰＵ２１は、前記設定データに含まれる検索属性に基づいて、当該テキストに対して「さ
らに辞書２を検索」が設定されているか否かを判断する（ステップＡ２１）。「さらに辞
書２を検索」が設定されていない場合には（ステップＡ２１のＮｏ）、ＣＰＵ２１は、現
在表示中のテキストの当該文字列にアンダーライン等を付して識別表示すると共に（ステ
ップＡ２２）、当該文字列に辞書１を対応付けてメモリ２３のワークエリア３６に記憶し
ておく（ステップＡ２３）。
【００６７】
　また、「さらに辞書２を検索」が設定されている場合には（ステップＡ２１のＹｅｓ）
、ＣＰＵ２１は、メモリ２３の辞書記憶部３２から辞書２を読み出し、その辞書２の中に
前記取り出した文字列に該当する見出し語が存在するか否かを判断する（ステップＡ２４
）。
【００６８】
　その結果、辞書２に該当する見出し語が存在しなければ（ステップＡ２４のＮｏ）、Ｃ
ＰＵ２１は、現在表示中のテキストの当該文字列にアンダーライン等を付して識別表示す
ると共に（ステップＡ２２）、当該文字列に辞書１を対応付けてメモリ２３のワークエリ
ア３６に記憶する（ステップＡ２３）。
【００６９】
　また、辞書２に該当する見出し語が存在した場合には（ステップＡ２４のＹｅｓ）、Ｃ
ＰＵ２１は、現在表示中のテキストの当該文字列にアンダーライン等を付して識別表示す
ると共に（ステップＡ２５）、当該文字列に辞書１と辞書２を対応付けてメモリ２３のワ
ークエリア３６に記憶する（ステップＡ２６）。
【００７０】
　このようにして、ＣＰＵ２１は、現在表示中のテキストの先頭から辞書検索語としての
文字列を順次取り出しながら（ステップＡ２７）、ユーザが設定した辞書を検索し、該当
する見出し語が存在した場合に、その文字列を識別表示すると共に、その辞書を対応付け
てワークエリア３６に記憶していく（ステップＡ２８→Ａ１６）。そして、文字列の取り
出しがテキストの末尾までくると（ステップＡ２８のＹｅｓ）、続いて以下のような処理
を行う。



(12) JP 5515571 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

【００７１】
　すなわち、ＣＰＵ２１は、まず、現在表示されているテキストの先頭で識別表示された
箇所（つまり、辞書に存在する文字列）をサブ画面表示対象として指定表示する（ステッ
プＡ２９）。指定表示の方法としては、例えば赤色のアンダーラインやマーカを当該箇所
の文字列に付加するなどであるが、特にその表示形態に限定されるものではない。
【００７２】
　次に、ＣＰＵ２１は、前記指定表示された箇所の文字列に対応した辞書を検索し、その
辞書に登録された見出し語の説明情報のうち、ユーザが指定した表示種類に対応した情報
を読み出して、これを辞書名と共にサブ画面１６ａに表示する（ステップＡ３０）。
【００７３】
　なお、前記指定表示された箇所の文字列に対応した辞書は、メモリ２３のワークエリア
３６に記憶された文字列と辞書との対応関係から判断できる。また、ユーザが指定した表
示種類は、メモリ２３の設定記憶部３３に記憶された辞書と表示種類の設定データから判
断できる。
【００７４】
　図１４にこのときの表示例を示す。　
　図１４はテキスト表示中の画面例を示す図であり、図１４（ａ）はメイン画面１４ａの
表示例、同図（ｂ）はサブ画面１６ａの表示例を示している。
【００７５】
　今、図１４（ａ）に示すように、あるテキストがメイン画面１４ａに表示されているも
ものとする。図中のＵＬはアンダーラインであり、その文字列が辞書に見出し語として存
在することを示す。ＵＬ（ｒ）は赤色のアンダーライン又はマーカによる指定表示であり
、サブ画面表示対象の文字列であることを示す。
【００７６】
　テキストの中の「ｍａｍｍａｌｓ」と「ｂｅｌｏｎｇ」の文字列が辞書に存在する場合
において、まず、その先頭の「ｍａｍｍａｌｓ」がサブ画面表示対象としてアンダーライ
ン又はマーカを付けて指定表示される。そして、同図（ｂ）に示すように、サブ画面１６
ａに「ｍａｍｍａｌｓ」に関する辞書の情報が辞書名と共に表示される。この例では、「
ＡＢＣ英和辞典」から見出し語「ｍａｍｍａｌｓ」の説明情報のうち表示種類としてユー
ザ設定された「よみ」（発音記号）の情報がサブ画面１６ａに表示されている。
【００７７】
　この状態で、例えばユーザが左右のカーソルキー１７ｄを用いて指定表示の移動操作を
行うと（ステップＡ３１のＹｅｓ）、ＣＰＵ２１は、その移動操作の指示に従って指定表
示の位置を識別表示箇所（辞書設定済みの文字列）の単位で移動する（ステップＡ３２）
。そして、ＣＰＵ２１は、その移動先の文字列に対応した辞書を再び検索し、その辞書に
登録された見出し語の説明情報のうち、ユーザが設定した表示種類に対応した種類の情報
を読み出して、これをサブ画面１６ａに表示する（ステップＡ３２→Ａ３０）。
【００７８】
　図１５にこのときの表示例を示す。　
　図１５はテキスト表示中の画面例を示す図であり、図１５（ａ）はメイン画面１４ａの
表示例、同図（ｂ）はサブ画面１６ａの表示例を示している。
【００７９】
　ユーザが左右のカーソルキー１７ｄを操作して、「ｂｅｌｏｎｇ」を次のサブ画面表示
対象として指定すると「ｂｅｌｏｎｇ」がアンダーライン又はマーカにより指定表示され
て、同図（ｂ）に示すように、サブ画面１６ａに「ｂｅｌｏｎｇ」に関する辞書の情報が
辞書名と共に表示される。この例では、「ＡＢＣ英和辞典」から見出し語「ｂｅｌｏｎｇ
」の説明情報のうち表示種類としてユーザ設定された「よみ」（発音記号）の情報がサブ
画面１６ａに表示されている。
【００８０】
　このように、テキストに予め辞書と表示させる情報の種類を設定しておけば、そのテキ
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ストを開いたときに、特に辞書検索の操作を必要とせずに、該当する文字列に関する辞書
情報を簡単に確認することができる。その際、テキストの表示画面であるメイン画面１４
ａではなく、物理的に離れたサブ画面１６ａに辞書の情報が表示されるので、テキストの
閲覧の邪魔になることはない。特に、サブ画面１６ａに表示したい情報の種類を設定して
おくことができるので、ユーザが必要な情報のみを目線を少し下にずらすだけで簡単に確
認することができるといったメリットがある。
【００８１】
　また、複数のテキストに対して、それぞれ辞書と表示させる情報の種類である表示種類
を設定できるので、各テキストを表示したときに、ユーザは特に辞書検索の操作をしなく
とも、それぞれのテキストに対応した辞書から所望の種類の情報を簡単に得ることができ
る。
【００８２】
　また、サブ画面１６ａに表示する情報の表示種類としては、「よみ」や「概要」などの
種類の情報の他に「画像」の情報を指定しておくこともできる。
【００８３】
　図１６、図１７乃至図１８に具体例を示す。　
　図１６は電子辞書装置１０の辞書・表示種類の設定例を示す図、図１７乃至図１８はテ
キスト表示中のメイン画面１４ａとサブ画面１６ａの表示例を示す図である。
【００８４】
　今、図１６（ａ）に示すように、第１の表示部１４のメイン画面１４ａにテキスト一覧
５０が表示された状態で、その中の［Ａ］の「レ・ミゼラブル３」のテキストがユーザに
より選択されたとする。
【００８５】
　この選択されたテキストに辞書が未設定の場合に、図１６（ｂ）に示すような辞書と表
示種類の設定画面５１がメイン画面１４ａに表示される。この設定画面５１には、各言語
（ここでは日本語と英語）用の設定部５２，５３が設けられており、それぞれに２種類の
辞書１，２を設定できる。
【００８６】
　ここで、ユーザがキー入力部１７のカーソルキー１７ｄを操作して、設定画面５１の第
１言語用設定部５２における辞書１の入力欄にカーソルＣＬを設定すると、図１６（ｃ）
に示すような日本語辞書のリスト画面５４に切り替えられて、その中で所望の辞書と、そ
の辞書の説明情報のうち表示させる情報の種類である表示種類とをカーソルＣＬにて選択
できる。この例では、日本語辞書の「人名辞典」と、表示種類として「画像」が選択され
た状態が示されている。
【００８７】
　ユーザが辞書と表示種類を選択した後、キー入力部１７の決定キー１７ｅを操作すると
、図１６（ｄ）に示すような設定画面５１が表示され、日本語の辞書として「人名辞典」
と表示種類「画像」が設定される。これにより、図４（ｃ）のような設定データがメモリ
２３の設定記憶部３３に記憶される。
【００８８】
　このようにして辞書と表示種類を設定した後、「レ・ミゼラブル３」のテキストを読み
出すと、第１の表示部１４のメイン画面１４ａと第２の表示部１６のサブ画面１６ａには
、図１７のような表示がなされる。
【００８９】
　図１７（ａ）はメイン画面１４ａの表示例、同図（ｂ）はサブ画面１６ａの表示例を示
している。図中のＵＬはアンダーラインであり、その文字列が辞書に見出し語として存在
することを示す。ＵＬ（ｒ）は赤色のアンダーライン又はマーカによる指定表示であり、
サブ画面表示対象の文字列であることを示す。
【００９０】
　メイン画面１４ａには、「レ・ミゼラブル３」のテキストが表示されると共に、そのテ
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キスト中でユーザが指定した辞書「人名辞典」に見出し語として存在する文字列にアンダ
ーラインＵＬが付されて識別表示される。さらに、これらの文字列の中でサブ画面表示対
象となる文字列に赤色のアンダーラインＵＬ（ｒ）が付されて指定表示される。この例で
は、「ルイ十一世」，「アンリ四世」，「ルイ十四世」といった人名の文字列にアンダー
ラインＵＬが付され、その中の先頭にある「ルイ十一世」に赤色のアンダーラインＵＬ（
ｒ）が付されている。
【００９１】
　このとき、サブ画面１６ａには、現在のサブ画面表示対象である「ルイ十一世」に関す
る画像がその登録先の辞書名「人名辞典」と共と表示される。
【００９２】
　また、ユーザが左右のカーソルキー１７ｄを操作すると、図１８（ａ），（ｂ）に示す
ようにサブ画面表示対象が別の文字列に切り替えられ、その文字列に対応した辞書１の情
報がサブ画面１６ａに表示される。この例では、サブ画面表示対象が「アンリ四世」に切
り替えられて、その「アンリ四世」に関する画像が「人名辞書」から読み出されてサブ画
面１６ａに表示されている状態が示されている。
【００９３】
　ここで、サブ画面１６ａにテキスト中の文字列に対応した画像の情報が表示されている
状態で、ユーザがそのサブ画面１６ａ上の辞書名をペン１５などでタッチして選択すると
（ステップＡ３３のＹｅｓ）、ＣＰＵ２１は、その選択された辞書から当該文字列に関す
る説明情報の全体を読み出し、その説明情報の先頭からメイン画面１４ａにウインドウ表
示する（ステップＡ３４）。
【００９４】
　この様子を図１９に示す。　
　図１９（ａ）はメイン画面１４ａの表示例、同図（ｂ）はサブ画面１６ａの表示例であ
る。サブ画面１６ａに「アンリ四世」に関する画像が表示されている状態で、ユーザがサ
ブ画面１６ａ上の辞書名「人名辞典」をペン１５などでタッチすると、「人名辞典」から
「アンリ四世」に関する説明情報の本文が読み出されて、その説明情報の本文の表示画面
５６がメイン画面１４ａの当該文字列の近くにウインドウ表示される。
【００９５】
　このように、多数の人物について記述されたテキストであれば、辞書として「人名辞典
」、表示種類として「画像」を指定おけば、テキスト表示中にジャンプ検索などの特殊な
操作をしなくとも、各人物の画像をサブ画面１６ａ上で簡単に確認することができ、テキ
ストの内容を理解する上で非常に役立つ。
【００９６】
　さらに、サブ画面１６ａをタッチするだけで、現在表示されている人物の詳細な情報を
メイン画面１４ａで確認することができて便利である。この場合、人物の詳細な情報はメ
イン画面１４ａに常に表示されるのでなく、ユーザが指定したときだけ表示されるので、
テキストの閲覧の邪魔になることはない。
【００９７】
　なお、ここでは表示種類として「画像」が指定している場合を例にしたが、「よみ」や
「概要」などの他の情報が表示種類として指定されている場合でも同様であり、サブ画面
１６ａをタッチすることで、その詳細な情報をメイン画面１４ａで確認することができる
。
【００９８】
　図８のフローチャートに戻って、ユーザがサブ画面１６ａをタッチして選択した辞書が
特殊辞書である「受験単語集」であった場合には（ステップＡ３５のＹｅｓ）、ＣＰＵ２
１は、現在サブ画面表示対象として指定されているテキスト中の単語をユーザが学習した
ものと見なして、メモリ２３の単語チェック記憶部３５に記憶された「受験単語集」の当
該単語に対応した見出し語に学習済みを示すチェックマークを登録する（ステップＡ３６
）。
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【００９９】
　この様子を図２０及び図２１、図２２乃至図２５を用いて具体的に説明する。　
　図２０及び図２１は電子辞書装置１０の辞書・表示種類の設定例を示す図、図２２乃至
図２５はテキスト表示中のメイン画面１４ａとサブ画面１６ａの表示例を示す図である。
【０１００】
　今、図２０（ａ）に示すように、第１の表示部１４のメイン画面１４ａにテキスト一覧
５０が表示された状態で、その中の［Ｂ］の「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ
　Ｇｅｔｔｙｓｂｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」のテキストがユーザにより選択されたとする
。
【０１０１】
　この選択されたテキストに辞書が未設定の場合に、図２０（ｂ）に示すような辞書と表
示種類の設定画面５１がメイン画面１４ａに表示される。この設定画面５１には、各言語
（ここでは日本語と英語）用の設定部５２，５３が設けられており、それぞれに２種類の
辞書１，２を設定できる。
【０１０２】
　ここで、ユーザがキー入力部１７のカーソルキー１７ｄを操作して、設定画面５１の第
２言語用設定部５３における辞書１の入力欄にカーソルＣＬを移動すると、図２０（ｃ）
に示すような英語辞書のリスト画面５５に切り替えられて、その中で所望の辞書とその辞
書に対応した表示種類をカーソルＣＬにて選択できる。
【０１０３】
　この例では、英語辞書に含まれている「受験単語集」と、表示種類として「概要」が選
択された状態が示されている。本実施形態では、「受験単語集」を辞書指定しておくこと
により、テキスト表示中に「受験単語集」に登録された単語（英単語）を学習することが
できる。
【０１０４】
　また、図２１は引き続き英語辞書を設定した場合の例を示している。　
　図２１（ａ）に示すように、ユーザがキー入力部１７のカーソルキー１７ｄを操作して
、第２言語用設定部５３における「さらに検索」の項目を選択すると、図２１（ｂ）に示
すような英語辞書のリスト画面５５に切り替えられて、その中で所望の辞書とその辞書に
対応した表示種類をカーソルＣＬにて選択できる。この例では、英語語辞書の「ＡＢＣ英
和辞典」と、表示種類として「よみ」が選択された状態が示されている。
【０１０５】
　ユーザが辞書と表示種類を選択した後、キー入力部１７の決定キー１７ｅを操作すると
、図２１（ｃ）に示すような設定画面５１が表示され、英語の辞書１として「受験単語集
」と表示種類「概要」、さらに検索する辞書２として「ＡＢＣ英和辞典」と表示種類「よ
み」が設定される。これにより、図４（ｂ）のような設定データがメモリ２３の設定記憶
部３３に記憶される。
【０１０６】
　このようにして辞書と表示種類を設定した後、「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔ
ｈｅ　Ｇｅｔｔｙｓｂｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」のテキストを読み出すと、第１の表示部
１４のメイン画面１４ａと第２の表示部１６のサブ画面１６ａには、図２２のような表示
がなされる。
【０１０７】
　図２２（ａ）はメイン画面１４ａの表示例、同図（ｂ）はサブ画面１６ａの表示例を示
している。図中のＵＬはアンダーラインであり、その文字列が辞書に見出し語として存在
することを示す。ＵＬ（ｒ）は赤色のアンダーラインであり、サブ画面表示対象であるこ
とを示す。
【０１０８】
　メイン画面１４ａには、「Ａｂｒａｈａｍ　Ｌｉｎｃｏｌｎ－Ｔｈｅ　Ｇｅｔｔｙｓｂ
ｕｒｇ　Ａｄｄｒｅｓｓ」のテキストが表示されると共に、そのテキスト中でユーザが指
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定した辞書「受験単語集」と「ＡＢＣ英和辞典」に見出し語として存在する文字列にアン
ダーラインＵＬが付されて識別表示される。さらに、これらの文字列の中でサブ画面表示
対象となる文字列に赤色のアンダーラインＵＬ（ｒ）が付されて指定表示される。この例
では、「ｃｏｎｃｅｉｖｅ」，「Ｌｉｂｅｒｔｙ」，「ｃｏｎｃｅｉｖｅｄ」といった英
単語の文字列にアンダーラインＵＬが付され、その中の先頭にある「ｃｏｎｃｅｉｖｅ」
に赤色のアンダーラインＵＬ（ｒ）が付されている。
【０１０９】
　このとき、サブ画面１６ａには、辞書１から得られた情報と辞書２から得られた情報が
並んで表示される。具体的には、テキスト中における現在のサブ画面表示対象である「ｃ
ｏｎｃｅｉｖｅ」に関するユーザ設定の表示種類である「概要」がユーザ設定の辞書名「
受験単語集」と共と表示され、また、「ｃｏｎｃｅｉｖｅ」に関するユーザ設定の表示種
類である「読み」がユーザ設定の辞書名「ＡＢＣ英和辞典」と共と表示される。
【０１１０】
　また、ユーザが左右のカーソルキー１７ｄを操作すると、図２３（ａ），（ｂ）に示す
ようにサブ画面表示対象が別の文字列に切り替えられ、その文字列に対応した辞書１，辞
書２の情報がサブ画面１６ａに表示される。この例では、サブ画面表示対象が「Ｌｉｂｅ
ｒｔｙ」に切り替えられて、「受験単語集」の「Ｌｉｂｅｒｔｙ」の説明情報のうちユー
ザ設定の表示種類の「概要」が読み出され、さらに、「ＡＢＣ英和辞典」の「Ｌｉｂｅｒ
ｔｙ」の説明情報のうちユーザ設定の表示種類の「読み」が読み出され、サブ画面１６ａ
に表示されている状態が示されている。
【０１１１】
　ここで、図２４（ａ），（ｂ）に示すように、ユーザがサブ画面１６ａ上の辞書名「Ａ
ＢＣ英和辞典」をペン１５などでタッチすると、「ＡＢＣ英和辞典」から「Ｌｉｂｅｒｔ
ｙ」に関する説明情報の全体が読み出されて、その説明情報の表示画面５７がメイン画面
１４ａの当該文字列の近くにウインドウ表示される。
【０１１２】
　また、図２５（ａ），（ｂ）に示すように、ユーザがサブ画面１６ａ上の辞書名「受験
単語集」をペン１５などでタッチすると、「受験単語集」から「Ｌｉｂｅｒｔｙ」に関す
る説明情報の全体が読み出されて、その説明情報の表示画面５８がメイン画面１４ａの当
該文字列の近くにウインドウ表示される。
【０１１３】
　その際、ユーザが「Ｌｉｂｅｒｔｙ」の単語を学習したものとみなして、「受験単語集
」に登録された当該単語に対応した見出し語に学習済みであることを示すチェックマーク
が付されると共に、チェックマークを登録した旨をユーザに通知するためのメッセージ５
９がメイン画面１４ａに表示される。
【０１１４】
　以後、「受験単語集」を選択したときに、テキスト表示中に登録された単語のチェック
マークが反映されることになる。なお、「受験単語集」に関しては、後に図１０と図２６
を用いて詳しく説明する。
【０１１５】
　図８のフローチャートに戻って、ユーザが所定の操作により「戻る」を指示すると（ス
テップＡ３７のＹｅｓ）、ステップＡ３１からの処理に戻って同様の処理が繰り返される
。
【０１１６】
　また、上下のカーソルキー１７ｄの操作などによるページ送りの操作があると（ステッ
プＡ３８のＹｅｓ）、ＣＰＵ２１は、現在表示中のテキストの表示範囲をユーザが指定し
た方向のページに切り替えて表示する（ステップＡ３９）。
【０１１７】
　（ｂ）辞書検索処理　
　次に、辞書検索処理について説明する。
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【０１１８】
　図１０は同実施形態における電子辞書装置１０の辞書検索処理の動作を示すフローチャ
ートである。なお、このフローチャートで示される処理は、上述した各フローチャートと
同様に、ＣＰＵ２１によって読み取り可能なプログラムの形態で記録媒体２８に記録され
て記録媒体読取部２７を通じてインストールされるか、あるいは、メモリ２３に予め記憶
されている。
【０１１９】
　図１０に示すように、例えばメインメニューなどが第１の表示部１４のメイン画面１４
ａに表示された状態で、ユーザがキー入力部１７に設けられた辞書／モード選択キー１７
ｂの操作により辞書を選択すると（ステップＣ１１）、ＣＰＵ２１は、その選択された辞
書が「受験単語集」であるか否かを判断する（ステップＣ１２）。
【０１２０】
　ここで、選択された辞書が「受験単語集」以外であった場合には（ステップＣ１２のＮ
ｏ）、通常の辞書検索処理が実行される。
【０１２１】
　すなわち、まず、ＣＰＵ２１は、図示せぬ検索入力画面をメイン画面１４ａに表示する
（ステップＣ１３）。そして、ＣＰＵ２１は、この検索入力画面を通じてユーザが入力し
た検索文字に基づいて、メモリ２３の辞書記憶部３２に記憶された当該辞書のデータから
前記検索文字に対応した見出し語を検索する（ステップＣ１５）。
【０１２２】
　該当する見出し語があった場合に、ＣＰＵ２１は、その見出し語に対応した説明情報を
当該辞書のデータから読み出して、これを検索結果としてメイン画面１４ａに表示する（
ステップＣ１６）。その後、ユーザによる終了操作があると（ステップＣ１７のＹｅｓ）
、ここでの辞書検索処理を終了して元の画面に戻る。
【０１２３】
　一方、選択された辞書が「受験単語集」であった場合には（ステップＣ１２のＹｅｓ）
、以下のような辞書検索処理が実行される。
【０１２４】
　すなわち、ＣＰＵ２１は、まず、ユーザによりチェック済み単語一覧が指示されたか否
かを判断する（ステップＣ１８）。チェック済み単語一覧の指示があった場合には（ステ
ップＣ１８のＹｅｓ）、ＣＰＵ２１は、メモリ２３の単語チェック記憶部３５に記憶され
たチェックデータに基づいて、「受験単語集」に登録された各単語の中でチェック済みの
単語を読み出し、これらの単語の一覧をメイン画面１４ａに表示する（ステップＣ１９，
図２６（ａ）参照）。
【０１２５】
　ここで、表示されたチェック済み単語の一覧の中でユーザが所望の単語を指定すると（
ステップＣ２０）。ＣＰＵ２１は、その指定された単語の説明情報を「受験単語集」から
読み出し、メイン画面１４ａに表示する（ステップＣ２１，図２６（ｂ）参照）。
【０１２６】
　また、ユーザによりチェック有無の変更指示があれば（ステップＣ２２のＹｅｓ）、Ｃ
ＰＵ２１は、ＣＰＵ２１は、その指定された単語のチェック有無を変更して、メモリ２３
の単語チェック記憶部３５に登録する（ステップＣ２３）。その後、ユーザによる終了操
作があると（ステップＣ２４のＹｅｓ）、ここでの辞書検索処理を終了して元の画面に戻
る。
【０１２７】
　図２６を用いて具体的に説明する。　
　図２６は「受験単語集」に関する操作例を示す図であり、図２６（ａ）はチェック済み
単語の一覧表示画面の一例を示す図、同図（ｂ）はその一覧表示画面の中で選択された単
語に対応した説明情報の表示画面の一例を示す図である。
【０１２８】



(18) JP 5515571 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

　上述したように、「受験単語集」の選択後、チェック済み単語一覧が指示されると、図
２６（ａ）に示すようなチェック済み単語の一覧表示画面６１がメイン画面１４ａに表示
される。
【０１２９】
　このチェック済み単語の一覧表示画面６１には、ユーザが学習済みであることを示すチ
ェックマーク６２を付した単語が載っている。この中には、ユーザが「受験単語集」を開
いて学習した際に明示的にチェックした単語の他に、図２５に示したように、テキスト表
示中に「受験単語集」とリンクした単語の選択操作に伴い、自動的にチェックされた単語
が含まれる。
【０１３０】
　ここで、ユーザが確認したい単語をカーソルキー１７ｄの操作により選択すれば、図２
６（ｂ）に示すように、その選択された単語の説明情報が「受験単語集」から読み出され
て、その説明情報の表示画面６３がメイン画面１４ａに表示される。この例では、「ｌｉ
ｂｅｒｔｙ」に関する説明情報が表示された状態が示されている。
【０１３１】
　また、チェック済み単語の一覧表示画面６１の中で再度学習を必要とする単語を選択し
て、その単語に付されたチェックマーク６２を外すことも可能である。
【０１３２】
　以上のように本実施形態によれば、ユーザがテキストの内容に応じて、自動検索したい
辞書と、辞書の説明情報のうちで表示させたい種類である表示種類とを任意に設定するこ
とができ、テキスト表示中にその設定された辞書の見出し語に該当する文字列が存在した
場合には、その文字列に関する辞書情報（ユーザが指定した表示種類の情報）をサブ画面
１６ａ上に表示することができる。
【０１３３】
　また、テキストの中で辞書の見出し語に該当する文字列が存在した場合、その文字列が
アンダーライン等により識別表示されるので、辞書に登録されていない文字列を検索する
ような無駄な操作をせずに、該当する文字列の辞書情報をサブ画面１６ａ上で確認するこ
とができて便利である。
【０１３４】
　また、複数の辞書を検索対象として設定しておけば、これらの辞書の検索結果を表示す
ることができるので、例えば「受験単語集」に載っている単語の説明と合わせて、一般の
辞書から得られる単語の読み（発音記号）を同時に確認しながら学習するといった使い方
ができる。
【０１３５】
　さらに、図２２乃至図２６で説明したように、ユーザがテキスト表示中に「受験単語集
」に登録された単語の説明情報を確認した場合には、当該単語に学習済みを示すチェック
マークが自動的に付される。したがって、ユーザが「受験単語集」を使って学習する場合
に、そのチェックマークに従って学習済みの単語の有無を確認しながら、効率的に学習す
ることができる。
【０１３６】
　なお、前記実施形態では、日本語の辞書と英語の辞書を例にして説明したが、例えば中
国や韓国語など、他の言語に関する辞書であっても同様に適用可能である。
【０１３７】
　また、本発明は電子辞書に限らず、例えばＰＤＡ（Personal Digital Assistants）な
どの携帯端末や翻訳装置など、辞書機能を備えた電子機器であれば、その全てに適用可能
である。
【０１３８】
　要するに、本発明は前記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、前記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば
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る実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【０１３９】
　さらに、上述した実施形態において記載した手法は、コンピュータに実行させることの
できるプログラムとして、例えば磁気ディスク（フレキシブルディスク、ハードディスク
等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等）、半導体メモリなどの記録媒体に書き込ん
で各種装置に適用したり、通信媒体により伝送して各種装置に適用することも可能である
。本装置を実現するコンピュータは、記録媒体に記録されたプログラムを読み込み、この
プログラムによって動作が制御されることにより、上述した処理を実行する。
【符号の説明】
【０１４０】
　１０…電子辞書装置、１１…蓋体ケース、１２…本体ケース、１３…ヒンジ部、１４…
第１の表示部、１４ａ…メイン画面、１４ｂ…透明タッチパネル、１５…ペン、１６…第
２の表示部、１６ａ…サブ画面、１６ｂ…透明タッチパネル、１７…キー入力部、１７ａ
…電源キー、１７ｂ…辞書／モード選択キー、１７ｃ…文字入力キー、１７ｄ…上下左右
のカーソルキー、１７ｅ…決定キー、２１…ＣＰＵ、２１ａ…辞書・表示種類設定部、２
１ｂ…テキスト表示部、２１ｃ…辞書検索部、２１ｄ…情報表示部、２１ｅ…識別表示部
、２１ｆ…学習単語登録部、２２…システムバス、２３…メモリ、２４…電送制御部、２
５…ネットワーク、２６…通信機器、２７…記録媒体読取部、２８…記録媒体、３１…プ
ログラム記憶部、３２…辞書記憶部、３３…設定記憶部、３４…テキスト記憶部、３５…
単語チェック記憶部、３６…ワークエリア、５０…テキスト一覧、５１…辞書と表示種類
の設定画面、５２…第１言語用設定部、５３…第２言語用設定部、５４…日本語辞書のリ
スト画面、５５…英語辞書のリスト画面、５６…説明情報の表示画面、５７…説明情報の
表示画面、５８…説明情報の表示画面、５９…チェックマークの登録通知メッセージ、６
１…チェック済み単語の一覧表示画面、６２…チェックマーク、６３…説明情報の表示画
面、ＣＬ…カーソル、ＵＬ…アンダーライン、ＵＬ（ｒ）…赤色のアンダーライン。
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